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はぎやしゅうきん

蒋篝ふるさとの風景を描き続けた萩谷秋琴

鬘譲量ﾕ学禮唖加'主つかない。
県立高萩局等学校定時制が終わる

ー

垂

門

星ゴ

自然とふれあう

芸術にふれあう

嗣同園閏" “ …－－．…一隻一=---｡｡… ・＝ …－……
1． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1 ．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。(森林公園）



萩
谷
秋
琴
は
、
明
治
八
年
に
下
手
綱

と
も
つ
ね

村
に
生
ま
れ
、
名
を
伴
雅
、
後
に
画
号

を
秋
琴
と
名
の
り
ま
し
た
。

師
範
学
校
を
卒
業
し
た
秋
琴
は
、
安

き
よ
う
べ
人

良
川
尋
常
小
学
校
で
教
鞭
を
取
り
な

が
ら
、
明
治
三
三
年
に
日
本
美
術
院
の

研
究
生
と
な
り
、
岡
倉
天
心
や
横
山
大

観
ら
に
学
び
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
美
術
界
は
、
東
京
美
術

学
校
教
職
員
の
総
ス
ト
ラ
イ
キ
に
端
を

発
し
た
、
東
京
美
術
学
校
事
件
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
東

京
美
術
学
校
長
の
職
を
辞
し
た
岡
倉
天

心
は
、
明
治
三
一
年
に
東
京
美
術
学
校

の
大
学
院
的
な
役
割
を
構
想
し
て
日
本

美
術
院
を
創
設
。
そ
れ
は
、
国
内
の
優

秀
な
人
材
を
確
保
し
、
天
心
の
理
想
と

す
る
美
術
教
育
を
と
お
し
て
近
代
美
術

を
振
興
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
運
動
の

始
ま
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
意
気
に
燃

え
て
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
若

い
研
究
生
の
中
に
秋
琴
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。そ
の
後
、
秋
琴
は
、
山
水
画
の
重
鎮

が
ほ
う

橋
本
雅
邦
の
後
継
者
と
い
わ
れ
た
川
合

ぎ
よ
く
ど
う

玉
堂
に
師
事
し
、
日
本
画
の
技
法
を

学
び
ま
し
た
。
自
然
を
モ
チ
ー
フ
と
し

て
そ
の
情
景
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え

る
技
術
は
、
こ
の
時
期
に
培
わ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
期
の
作

品
は
、
残
念
な
が
ら
残
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

て
ん
し
ん

た
い
か
ん

岡
窯
心
や
横
山
大
観
ら
に
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_ふるさとの風景を描き続けた
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(はぎやしゅうきん）

灘
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影霊と､ ■津

熱把覗

かやぶ

茅葺き屋根や人馬の行き交う昭和の初期のまちなみ。

そして、白砂青松と海食崖に彩られた海岸で潮干狩り

を楽しむ子どもたち。遠い昔の懐かしいまちの姿が淡

いスケッチ画からよみがえります。

今月号では、ふるさとの風景を描き続けた萩谷秋琴

を紹介します。
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日
本
美
術
院
で
学
ん
だ
後
、
秋
琴
は

岩
手
県
や
山
梨
県
を
は
じ
め
台
湾
な
ど

の
中
学
校
や
高
等
学
校
で
絵
や
書
道
の

教
師
を
勤
め
ま
す
が
、
任
地
で
は
精
力

的
に
風
景
画
を
描
い
て
い
ま
す
。

昭
和
五
年
、
退
職
を
機
に
郷
里
に

戻
っ
た
秋
琴
は
、
昭
和
二
七
年
に
亡
く

な
る
ま
で
の
二
二
年
間
、
市
内
外
の
海

や
山
、
渓
谷
な
ど
自
然
景
観
に
す
ぐ
れ

た
風
景
画
を
数
多
く
描
き
続
け
ま
し
た
。

秋
琴
は
、
風
景
画
の
ほ
か
に
動

植
物
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作

品
も
数
多
く
残
し
、
現
在
で
は
五

○
○
点
を
超
え
る
ス
ケ
ッ
チ
画
を

残
し
て
い
ま
す
。

秋
琴
の
ス
ケ
ッ
チ
画
は
、
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
式
の
ス
ケ
ッ
チ
帳
に

淡
く
彩
色
さ
れ
た
も
の
が
多
く

残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に

掛
け
軸
や
色
紙
、
短
冊
な
ど
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
絵
も
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

五
粥
總
騨
騨

年
譜
●
。
．

。
●
●

１
１

I

一

明治8年下手綱村に生まれる。

明治29年茨城県師範学校を卒業。

同 年安良川尋常小学校の教

諭となる。

明治33年日本美術院の研究生と

なる。

明治36年川合玉堂の門下生とな

り、 日本画を学ぶ。

明治37年岩手県立一関中学校の

教諭となる。

大正元年山梨県立高等女学校の

教諭となる。

大正13年台湾の台北第二高等女

学校の教諭となる。

昭和5年郷里に帰る。

昭和27年没享年77歳。

灘

蕊
蘋租

川

川

側
橋
の
周
辺

･ ･･父の思い出・・ ・

萩谷新子さん（下手綱）
父が台湾から戻って、この家

で生活するようになった時、私

たち夫婦は仕事め南係で東京に
住んでいました。たまに帰郷し

た時に会う父は、いつも絵の話

▲昭和初期の高戸海岸

懐
か
し
い
ま
ち
の
姿
が

Ｉ
よ
み
が
え
る

上
の
絵
は
、
昭
和
初
期
の
高
戸
海
岸

の
潮
干
狩
り
の
様
子
で
す
。
こ
の
絵
で

は
、
潮
干
狩
り
や
磯
遊
び
の
ほ
か
、
釣

り
に
興
じ
る
人
た
ち
、
そ
の
姿
を
見
つ

め
る
婦
人
た
ち
、
そ
し
て
砂
浜
で
く
つ

ろ
ぐ
人
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
々
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、
現
在
の

ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
前
の
海
岸
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
当
時
の
に
ぎ
わ
い
を
し
の
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

書
か
れ
た
絵
は
、
上
手
綱
に
あ
る
川
側

橋
周
辺
を
描
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
絵

と
現
在
の
様
子
を
写
真
で
比
べ
る
と
、
け
た

川
の
形
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
橋
桁

や
背
景
の
木
々
、
家
並
み
な
ど
周
辺
の

景
観
が
一
変
し
て
い
ま
す
。

秋
琴
の
ス
ケ
ッ
チ
画
は
、
時
を
止
め
、

あ
の
日
あ
の
時
の
懐
か
し
い
ま
ち
の
姿

を
今
に
よ
み
が
え
ら
せ
、
私
た
ち
に
何

か
を
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。していたことを覚えています． ま

た
、
そ
の
左
の
「
川
側
附
近
」
と

東京（日本美術院）で学ぶ

になったきっかけは、友人

合玉堂先生と親しくしてい

の紹介だと聞いています｡

スケッチだけでなく、水墨

描くのが好きで、特に掛け

するような絵は亡くなる直

で描いていました。本当に

好きだったんでしょうね。

ー

識 日本美術院證蟻ぶ秋琴(明治33年8月》』

認識擁職懲舗；
轆忠四郎､蕊灘孤月、大橋雅漫"木蕊？
武山など日本美擬院を創設した人々･ ；:誠

＊3列目左から5入目、●印が萩谷秋琴｡
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定
鯛
津
鑪
識
蕊
溌
託

年
の
教
育
機
会
の
拡
充
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
定
時
制
教
育
は
、
通
信
制

教
育
と
と
も
に
、
昭
和
二
三
年
、
戦
後

の
教
育
改
革
に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
青
少

年
の
入
学
希
望
者
が
年
々
増
加
し
て
き

ま
し
た
。
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
に

応
え
る
た
め
、
定
時
制
高
校
の
増
設
を

計
画
的
に
進
め
、
昭
和
三
○
年
に
は
三

一
校
が
開
設
、
六
，
○
八
二
人
の
生
徒

を
受
け
入
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
一
年
に
新
た
な

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
も
の
の
、
少
子
化
の

進
む
社
会
情
勢
や
全
日
制
高
校
の
増
設

な
ど
の
教
育
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
入
学
者
が
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
定
時
制
の
廃
止

が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
、
来
年
三
月
に

は
県
内
の
定
時
制
高
校
は
一
二
校
、
生

徒
数
は
一
，
六
○
○
人
前
後
に
な
る
予

定
で
す
。

ﾍﾞ

ｰｨ

もう、
や

-学び舎のあか は
かない。

3月1日(金)、卒業式が行われ

た県立高萩高等学校では、定時制

最後の卒業生を送り出し、今年度

限りで定時制課程が廃止になりま

す。

昭和23年の創立以来、向学心に

燃える生徒の熱気を映し出してき

た学び舎のあかりも、もうつくこ

とはありません。

永い歴史に支えられた県立高萩

高等学校の定時制を紹介します。

県立高萩高等学校

定時制が終わる

閲閣叩
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